
まえがき＝近年の建築・鉄骨分野においては，鋼構造物
の大型化と空間の大スパン化が進むとともに，安全性の

なる，すなわち塑性変形率が高くなるとともに，YRの上
昇は大きくなり，規格値を満足しない場合がある。その
ため，鋼管成形工程後に熱処理により強度の調整と YR
低減を図っている。

�/�が小さい強曲げ加工を施した円形
鋼管の YRを低減させるため，その素材となる鋼板の特
性の改善を行った。
皐奢報告玄は，引張強さ590MPa級円形鋼管KSAT440の





400MPa 級鋼なみとすることが必要となる（図3）。つま






